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略歴
1941 (昭和 16)年3月7白 愛知県知多郡鬼崎村に生まれる。
195ヲ(昭和 34)年 3月 東海高等学校卒業
4月 名古屋大学法学部入学
問63(昭和 38)年 3月 名吉屋大学法学部卒業
4丹 名古屋大学法学部助手
1968 (昭和 43)年 5月 滋賀大学経済学部講師
時il(昭和 46)年8月 滋賀大学経済学部助教授
1972 (昭和 47)年 5月 名古屋大学法学部助教授
1976 (昭和 51)年4丹 名古屋大学法学部教授
1999 (平成 11)年4月 名台屋大学大学説法学研究科教授
2004 (平成 16)年 3月 名古屋大学定年退官，名誉教授
4月 南山大学法学部教授
2009 (平成 21)年 3丹 南山大学定年退職
*非常勤職歴
名城大学非常勤講師(1976 年 10 汚 ~1977 年 3 月， 1984 年 4 月 ~9 月， 1ヲ85~ 4月~
1988王手3月)
名古麗市諮費生活審議会委員(1976 年 12 月 ~1988 年 12m
愛知県公害審査会委員 (1978 年 11 月 ~1988 年 10 尽)
愛知県消費者被害救済委員会委員 (1980 年 3 月 ~1988 年 3 月)
民事諦停委員(名会屋地方裁判所及び学問簡易裁判所所潟)(1980年 5FI~1982 年 3 月)
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愛知県公害対策審議会(愛知県環境審議会)委員(1983 年 2 月 ~2001 年 3 月)
学術審議会(科学研究費分科会)専門委員(1989f手 2 月 ~1991 年 l 月)
愛知県消費者保護審議会委員 (1990 年 4 月 ~1998 年 3 月)
日本私法学会理事 (1990 年 10 月 ~1992 年 10 月)
財盟法人交通事故紛争処理センター名吉箆支部審査員 (1991 年 3 月 ~1992 年 2
汚， 1996年4月~現在)
愛知県自然環境保全審議会委員(1992 年 4 月 ~2000 年 8 FJ)
愛知県d罷報公開審査会(愛知県公文書公開審査会)委員(1996 年 12 丹 ~2002
年 9月)
知多北部広域連合個人情報保護審議会委員 (1999 年 10 月 ~20例年ヲ月)
愛知県収用委員会委員 (1999 年 6 月 ~2005 年 5 月)
愛知県議会が管理する行政文書の開示に関する規程第 13条に基づく学識経
験者 (2001 年 4 月 ~2002 年 9 月)
南山大学非常勤講師 (2003 年 10 月 ~2004 年 3 月)
著
*なお，上記職授との関係で， 2001年 6R!こ地域潔境保全功労者として環境
大医表彰
主要著作自銀
時勿権的返還請求権論序論~ i:謹賀大学経済学部研究設護法学篇第 l冊(滋
賀大学経済学部) 円九年
『員法講義6 不法行為等~ (共著)高木多喜男ほか(有斐器) 1977年
『改訂物権法~ (共著)山本進一・甲斐道太郎・椿寿夫・乾昭三・中Jll淳縞
(脊林書院新社) 1978年
『増補新版・不法行為法~ (共編著)野村好弘・伊藤高義・浅野直人(学陽書
房) 1ヲ86年
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伊藤高義教授絡援・著作図録
『自治体私法J(共著)中会寛樹・伊藤高義(学陽書房) 1990年
『民法の考え方と不動産登記の実務~ (共著)伊藤高義・青山修(新日本法規
出版) 2000年
学術論文
f民法第 192条における所有権取得塔成j
名古屋大学法政論集第 34
「社員の自家用車と会社の運行供用者賞任j 企業法研究 第 155
f都市の発展と日照通風の妨害j 法律のひろば第 21巻第 10
f民法 18ヲ条以下における f2玉有者Jr回復者iの意義(1)'"'-'(3)J 
名古屋大学法政論集第 42，43， 45 
1966年
1968 
1968年
1968'"'-'9年
f騒音規制法ーその騒音規制上の問題点j ジュリスト 第458号 日70年
「公害差止請求の法的構成についてj 彦根論議第 143号 1970年
「好意持乗者の他人性と運行供用者性J 彦根論議 第 149号 1971年
f公害防止協定の法的効力J 生活と公害 第l巻第 1号 1971年
「自動車事故の民事責任j ジュリスト 第 500号 1972年
f共同不法行為j遠藤浩・ JI井鑓・務原道雄編 n実習民法債権J(脊林書続新
社)所収 1972年
f差止詰求権」田原道雄・沢井裕編?現代損害諾簡法講座5 公害・生活妨
(自本評論社)所収 1973年
「差j上請求権の法的根拠jセミナ一法学金集4 民法I物権(日本評論社)
所収 1973年
「学生のクラブ活動中の事故と大学の資在j
厚生補導第ヲ8号，第 99・100号合併号b 四74年
「過失相殺の本繋をめぐる開題j 法学教室〈第 2期〉 第6号 1974 
f動産の即時取得j奥田昌道ほか編 5民法学 2<物権の重要問題)J(有斐関)
所i反 日75年
ども関士の事故と学校の賠償寅託j 季刊教育法 第 20号 1976年
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f生徒の学校事故に備えるために一法的資任の範翻について」
高校教育展望 1977年 6月号 1977年
「運行供用者責任」
ジ、ユリスト増刊 総合特集・交通事故一一実態と法理 1977年
「最近の民事判例の回顧と展望一時効取得と登記，特例学説の再検討J日本
弁護士連合会『昭和 51年度特別研修叢書J所収 1977年
f所有物返還請求権と民法 708条」森島昭夫編『判例と学説 3 員法 I [債
権H(自本評論社)所収 1977年
「築関行動と公序良俗」谷口知平・加藤一部編『新版・民法譲習 l 総則』
(予言斐関)所収 1978 
「死者の名誉段損J Law School 第2巻第8号 1978年
f好意問乗者J不法行為法研究会編?交通事故賠償の現状と課題(交通事故
民事裁判例集創刊 10周年記念論文集).s(ぎょうせい)所収 1979年
「ニュージーランド事故補償法運用上の問題点、j
ジ、ュリスト 第 691号 1979年
「公害差止訴訟の曲り角一一名古麗新幹線公害判決の問題点j
法学セミナー第 24巻第 12号 1980年
fいわゆる泥棒運転と運行供用者責任j
名古屋大学法政論集第 88号 1981年
「自動車事故における企業の責任j乾昭三・平井宣雄嬬『企業責f壬〔第 3
版H(有斐臨)所収 1981年
「運行供用者についての…視点J東京三弁護士会交通事故処理委員会編『交
通事故賠簡の理論と実際(創立 20周年記念論文集H所収 1984年
f隣人訴訟一子の頭託に限定してJ加藤一部・米倉明緩『民法の争点IU
(有斐閣)所収 1985年
「不動産譲受人の賃料請求，明渡請求と登記の要否」
名城法学第38巻別冊 1989年
「温泉権の原始取得」 名古屋大学法政論集第 142号 lヲ92年
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伊藤高義教授略歴・著作図録
「公害の差止藷求J淡路剛久・伊藤高義・宇佐見大司編『不法行為法の現代
的諜題(森島昭夫教授遠藤記念論文集)J(自本評論社)所収 1995年
「共同運行供用者の他人性J不法行為法研究会編 f交通損害賠績の新たな
動向(交通事故民事裁判例集創刊 25周年記念論文集)J(ぎょうせい)
所収 1ヲ96年
「損益拐殺J淡路剛久編 E新・現代損害賠償法講鹿6 援害と保険J(日本評
論社)所収 1998年
{交通事故被害者の自殺J塩崎勤編『交通損害賠韻・の諮問題J(判例タイムズ
社)所収(初出，判例タイムズ第 664号， 1988年) 1999年
f臼本坂トンネノレ事故損害賠償請求事件j野村好弘・小平)1光部編集 f道路
訴訟の法と争訟J(ぎょうせい)所収(初出『道路管理に関する検討報
(平成 2年度)J) 2000 
i 1育報公開法の概要主として，開示・不開示判断の考え方についてJ(シン
ポジクム?放射線.RI施設における矯報公開のあり方と鶴題点目
日本放射隷安全管理学会誌 第1巻第2号 2002年
f法人の解散j ほか，遠藤浩編『基本法コンメンターノレ 民法総別〔第5
販)J(日本評論社)所収 2005年
「企業費任と無過失責任j幾代通・遠藤浩編・奥田昌道補訂 f民法入門〔第
5版)J(有斐閣)所収 2006 
f物としての金銭一金銭ぞめぐる返還請求権への視点としてj
南山法学第31巻第 1・2合併号 2007年
f占有の訴えの規定は必要か一一一代わりに物機的請求権を規定すべきかJ榛
寿夫・新見育文・王子野裕之・河野玄逸編『民法改正ぞ考えるi法律時報
増刊(日本評論社)所収 2008年
判開評釈・判例解説
f傷害の場合における近親者の感謝料語求権j 交通事故判部百選 日68年
fー 水虫、治療のためのレントゲン線照射と皮膚癒の発生(因果関係)，ニ陸
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帥の注意義務(過失)J 判例タイムズ第 236号 1969年
f不動産二重売買における損害賠韻語求権と留置権j
民商法雑誌第 61巻第3号 1969年
「ー捜索差押令状の執行における物件の破壊符為の違法性判断，二いわゆ
る権利能力なき社盟の，名誉毅損による非財産的損害の賠償請求権の有
無」 判例タイムズ第 246号 1970年
「ニューサンス禁止特約違反と賃貸借契約の解除j
判例タイムズ第 248号 1970年
「投書の新開掲載Jr投書による第三者の名誉毅損J
マスコミ特例百選 1ヲ71年
f製図作成中に生徒関に生じた失明事故J 教育判例百選日73
f 占有権の取得Jr ~玉有訴権 J r占有者・回復者の関係J中JlI淳・石田喜久
夫・捧寿夫編 f判例民法i 総則・物権(別官官法学セミナ一基本判例シ
リーズH
f強制競売と即時取得・無権利者の再取得j
1973年
民法判例百選1 1974年
fレンタカー業者の連行供用者責任」 民法判例百選I 1975年
f幼児51渡請求の性質J 家族法判例百選(新版・増補) 1975年
f無断使用運転中の事故につき所有者に自動車損害賠償保障法三条による運
行{共F活者責{庄が認められた事例」 民高法雑誌第 71巻第4号 1975年
「弁護士費用の賠積義務が遅滞となる時期」
判例i時報第 1167号(判例評論第 322-i3・) 1985 
「占有自収の訴えに対する本権に基づく反訴の可否j
民法の基本判例 1986年
「国道43号訴訟判決の問題点」
判例タイムズ第 638号(本田純一と共著) 1987年
昨日J1製鋼事件」 公害・環境判例官選 1994年
f第2事故，違法駐車と自賠法3条の責在」
交通事故民事裁判例i集 第 26巻索引解説号 1996年
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伊藤尚三委教授 露IHi霊・著作自録
f債務の一部の弁済の提供，供記の効力j
交通事故民事裁判例集 第27巻索引解説号 1997年
r~ま療事故との共同不法行為j
1]1族年金の逸失利義性J
交通事故特関百選〔第4版) 1999年
交通事故民事裁判開集 第33巻索引解説号 2003 
「受取人口座への誤援込金と受取人に対する銀行の貸金銭権との椙殺の
否 金銭取り戻しの観点からの検器J
南山法学第28巻第4号 2005年
f盗品等のsli度しを拒むことができる占有者j
罰法判開苔選I総長3・物権〔第5版・新法対応捕正版) 2005 
その他
『学校事故・学生処分判例i集』教育判例!研究会(縞集代表:野村好弘，編集
委員:野村好弘・木村実・伊藤高義)(ぎょうせい)(加捨式) 1972年~
・プライパシー箆害j<繍集代表:加藤一郎・宮原守男・野村好弘〉不
法行為判例集成第7-1巻，第7即日巻(ぎょうせい)(加除式) 1976年~
f家族関係J<編集代表:加藤一部・宮原守男・野村好弘〉不法行為判開集成
第7-II巻(ぎょうせい)(加融式) 1976年~
f交通事故半u間体系 1 責任要件J(共著)宮原守男・野村好弘・伊藤高義・
加藤了(学陽書房) 1973年
『交通事故判{列体系 2 免責・過失相殺 (1)J(共著)宮原守男・野村好弘・
伊藤高義・加藤了(学陽書房) 1973 
5交通事故半日鰐体系3 免責・過失栴殺 (2)J (共著)宮原守男・野村好弘・
伊藤高義・加藤了(学陽書箆) 1973年
?交通事故判例体系4 損害賠霞額 OH(共著)宮原守男・野村好弘・伊藤
高義・加藤了(学陽書房) 1974年
『交通事故特例体系 5 損害賠償額 (2)，示談・保険J(共著)宮原守男・野
村好弘・伊藤高義・加藤了(学陽書房) 1974 
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f判{71J民法講1A6 不法行為篇~ (共同執筆)山田卓生・野村好弘・伊藤高
義・淡路離久・宮原守男(弘文堂) 1969年
『判例民法講塵2 物権篇~ (共同執筆)山田卓生・野村好弘・伊藤高義・淡
路間久・宮原守男(弘文堂) 1970年
『判例i民法講座5 契約篇~ (共同執筆)山田卓生・野村好弘・伊藤高義・淡
路間久・宮原守男(弘文堂) 1971 
『判例民法講座 1 総別篇~ (共同執筆)山田卓生・野村好弘・伊藤高義・淡
路間久・宮原守男(弘文堂) 1973年
f特例民法講塵3 担保物権篇~ (共同執筆)山田卓生・野村好弘・伊藤高
義・淡路翻久・宮原守男(弘文堂) 1973年
3i2 
